
　「
エ
シ
カ
ル
（e

th
ical

）」
と
い
う
言
葉
が
全
世

界
で
共
通
す
る
消
費
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
浮
上
し

て
き
た
。 

　
エ
シ
カ
ル
と
は
倫
理
的
、
道
徳
的
と
い
う
意
味
の

英
語
だ
。
地
球
環
境
に
配
慮
す
る
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
を

起
点
に
、
社
会
や
人
間
の
問
題
も
視
野
に
入
れ
、
進
化

し
た
流
れ
が
エ
シ
カ
ル
消
費
と
言
え
る
。
貧
困
や
児

童
労
働
の
解
消
、
伝
統
や
職
人
技
の
再
評
価
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
・
再
生
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ

に
な
る
。 

　
１
９
９
０
年
代
に
台
頭
し
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
消
費
で

は
「
地
球
に
優
し
い
」
と
い
う
言
い
回
し
が
流
行
し
た
。

エ
シ
カ
ル
消
費
と
は
「
地
球
だ
け
で
な
く
、
社
会
や
人

間
に
も
優
し
い
消
費
」
と
言
え
る
。 

　
消
費
者
の
関
心
を
背
景
に
、
一
等
地
に
建
つ
大
手

資
本
の
商
業
施
設
が
一
斉
に
「
エ
シ
カ
ル
」
に
目
を
向

け
始
め
て
い
る
。 

　
東
京
都
心
の
表
参
道
ヒ
ル
ズ
に
開
店
し
た「D

oG
ood,  

B
eH
appy

!

」
は
「
グ
リ
ー
ン
で
エ
シ
カ
ル
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
」
を
提
案
す
る
店
。
チ
ベ
ッ
ト
族
の
自
立
を

目
指
し
女
性
社
会
起
業
家
が
立
ち
上
げ
た
ブ
ラ
ン
ド

で
、
ヤ
ク
の
毛
を
使
っ
た
衣
料
品
「
シ
ョ
ー
ケ
イ
」
を

は
じ
め
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
（
有
機
栽
培
の
綿
）

や
途
上
国
製
の
木
製
玩
具
な
ど
を
扱
う
。 

　
店
主
の
林
民
子
さ
ん
は
、
か
つ
て
高
級
ブ
ラ
ン
ド

の
Ｐ
Ｒ
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
エ
シ
カ
ル
な
企
業
や

も
の
を
広
め
よ
う
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
転
身
、
紹

介
と
交
流
の
場
と
し
て
こ
の
店
を
設
け
た
と
い
う
。 

　
東
急
電
鉄
が
横
浜
市
の
高
級
住
宅
街
で
運
営
す
る

「
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
テ
ラ
ス
ゲ
ー
ト
プ
ラ
ザ
」
に
も
、
や

は
り
エ
シ
カ
ル
な
商
品
を
集
め
た
「
セ
ン
ス
オ
ブ
ラ

イ
フ
」
が
開
業
し
た
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
途
上
国
の

生
産
者
に
適
正
な
利
益
を
還
元
す
る
公
正
貿
易
）、
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
３
本
柱
に
「
良
質
な
商

品
を
買
う
こ
と
で
社
会
貢
献
が
で
き
る
店
」
を
目
指

す
。
百
貨
店
な
ど
の
催
事
販
売
で
実
績
を
積
み
、
常
設

店
の
開
業
に
至
っ
た
。 

　
東
京
・
銀
座
で
阪
急
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
専
門

店
ビ
ル
「
モ
ザ
イ
ク
銀
座
阪
急
」
に
は
、
日
本
で
の
お

し
ゃ
れ
な
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
開
発
販
売
で
先

駆
け
と
な
っ
た
「
ピ
ー
プ
ル
・
ツ
リ
ー
」
に
続
き
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
高
付
加
価
値
の
バ
ッ
グ
を
生
産
し

貧
困
を
解
消
し
よ
う
と
活
動
す
る
「
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
」

も
店
を
構
え
る
。 

　
三
菱
地
所
の
新
丸
ビ
ル
１
階
の
宝
飾
品
店
は
「
日

本
初
の
エ
シ
カ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
」
を
う
た

う
「
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
の
作
品
を
大
き
く
扱
う
。
孤
児

ら
の
自
立
を
目
指
す
ア
フ
リ
カ
の
工
場
で
加
工
し
た

牛
の
角
、
環
境
に
配
慮
し
た
南
米
の
鉱
山
で
採
掘
し

た
金
、
中
米
で
職
人
が
研
磨
し
た
貝
殻
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
プ
ラ
チ
ナ
な
ど
か
ら
作
っ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
指
輪

が
ケ
ー
ス
に
並
ぶ
。
こ
う
し
た
専
門
店
や
百
貨
店
の

店
頭
で
支
持
者
を
広
げ
、
２
０
１
１
年
に
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
聖
地
と
も
言
え
る
東
京
・
港
区
の
南
青
山

地
区
に
自
社
店
舗
を
構
え
る
に
至
っ
た
。 

　
代
表
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
白
木
夏
子
さ
ん
は
英
国
留

学
、
国
連
機
関
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
勤
務
を
経
て
の
転

身
。「
お
金
の
た
め
だ
け
の
仕
事
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
い
」

と
悟
っ
た
か
ら
だ
と
語
る
。 

　
エ
シ
カ
ル
を
掲
げ
、
主
力
商
品
の
売
り
上
げ
を
３

倫理的  

消 費  

持
続
可
能
な 社 会 へ のアクション  

「倫理」が拓く新 市 場  
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東急電鉄が横浜市の高級住宅街で運営する「たまプラーザテラス」に開業した 
エシカル商品の店「センスオブライフ」 

表参道に開業したエシカル商品の店 
「DoGood，BeHappy!（ドゥグッド、ビーハッピー）」 

倍
に
伸
ば
し
た
家
具
会
社
が
東
京
・
原
宿
に
直
営
店

を
構
え
る
ワ
イ
ス
・
ワ
イ
ス
だ
。
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
の

一
部
の
素
材
を
、
安
い
が
違
法
伐
採
の
疑
い
が
ぬ
ぐ

え
な
い
と
さ
れ
る
輸
入
材
か
ら
、
国
産
の
ク
リ
の
木

へ
と
切
り
替
え
た
。
加
工
は
難
し
く
、
表
面
に
は
木
目

が
出
る
。
そ
れ
が
個
性
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。 

　「
生
き
残
る
た
め
に
は
何
で
も
す
る
企
業
に
は
な
り

た
く
な
い
」
と
佐
藤
岳
利
社
長
。
近
く
全
素
材
を
「
合

法
証
明
」
付
き
木
材
に
切
り
替
え
、
２
０
１
５
年
に
は

国
産
比
率
を
５０
％
ま
で
増
や
し
日
本
の
森
や
職
人
の

技
を
守
る
。「
子
ど
も
た
ち
に
今
の
自
然
環
境
や
文
化

を
伝
え
た
い
」
と
張
り
切
る
。 

　
エ
シ
カ
ル
と
い
う
ト
レ
ン
ド
に
着
目
し
た
大
手
企

業
に
よ
る
ヒ
ッ
ト
商
品
も
生
ま
れ
始
め
た
。 

　
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
ボ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
は
、
売
り

上
げ
に
応
じ
ア
フ
リ
カ
の
人
々
に
清
潔
な
水
が
供
給

さ
れ
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
２
０
０
７
年
に
開

始
。
初
年
度
は
売
上
高
３
割
増
と
い
う
実
績
を
上
げ
た
。 

　
こ
う
し
た
手
法
は
「
コ
ー
ズ
（
大
義
）・
リ
レ
ー
テ

ッ
ド
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
略
称 : 

Ｃ
Ｒ
Ｍ
）」
と
呼
ば

れ
、
ボ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
の
成
功
で
菓
子
、
雑
貨
、
洗
濯
乾

燥
機
、
化
粧
品
、
加
湿
器
、
殺
虫
剤
、
洗
剤
な
ど
様
々

な
商
品
に
広
が
っ
た
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
百
貨

店
や
ス
ー
パ
ー
が
設
け
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
売
り
場
に

も
「
売
り
上
げ
の
一
部
を
寄
付
す
る
」「
カ
カ
オ
の
生

産
者
に
適
正
な
収
入
が
入
る
」
な
ど
、
エ
シ
カ
ル
色
を

打
ち
出
し
た
商
品
が
必
ず
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
ボ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
の
活
動
は
欧
州
で
の
成
功
例
を
日

本
に
も
導
入
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
同
じ
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
オ
ー
タ
ー
の
分
野
で
日
本
独
自
の
エ
シ
カ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
を
成
功
さ
せ
た
の
が
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
だ
。
２

０
０
９
年
に
「
い
・
ろ
・
は
・
す
」
と
い
う
新
製
品
を

投
入
、
水
の
分
野
で
弱
か
っ
た
同
社
が
一
気
に
上
位

に
食
い
込
ん
だ
。
容
器
を
軽
量
化
し
省
資
源
と
ゴ
ミ

減
量
を
う
た
っ
た
。
中
身
は
、
あ
え
て
日
本
の
水
。
ボ

ル
ヴ
ィ
ッ
ク
が
弱
者
救
済
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
は
環
境
保

護
と
地
産
地
消
と
い
う
エ
シ
カ
ル
消
費
の
流
れ
を
と

ら
え
た
。 

　
ヒ
ッ
ト
の
底
流
に
あ
る
の
は
「
ど
う
せ
買
う
な
ら
」

社
会
に
い
い
も
の
を
買
お
う
、
と
い
う
意
識
だ
。
値
段

に
糸
目
を
付
け
ず
貢
献
を
、
と
い
う
熱
心
な
層
に
加

え
、
ラ
イ
ト
（
軽
量
）
な
エ
シ
カ
ル
派
の
広
が
り
を
裏

付
け
る
。
価
格
や
性
能
が
ほ
ぼ
同
じ
な
ら
エ
シ
カ
ル

な
も
の
を
選
ぶ
。
自
分
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
な

お
い
い
。
そ
ん
な
心
理
だ
。 

　
旅
行
会
社
大
手
の
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）

は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
舞
台
に
社
会
貢
献
ツ
ア
ー
を

実
施
、
最
初
の
１
年
間
で
計
４
５
０
人
の
大
学
生
た

ち
を
送
り
込
ん
だ
。
現
地
で
活
動
す
る
社
会
団
体
と

と
も
に
学
校
建
設
な
ど
に
汗
を
流
す
。
工
場
で
工
員

と
交
流
す
る
。
学
生
寮
に
泊
ま
り
現
地
の
若
者
と
意

見
を
交
換
す
る
。
内
容
は
ツ
ア
ー
に
よ
り
異
な
る
が
、

い
ず
れ
も
途
上
国
の
現
状
を
肌
で
理
解
す
る
旅
だ
。 

　
今
の
若
者
は
一
体
、
何
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の

か
。
企
画
担
当
者
が
若
者
を
観
察
し
た
結
果
、
ゴ
ミ
拾

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど

 



東京都内で開かれた「エシカルファッションショー」では、 
エシカルな素材だけを使った作品をデザイナーが発表 

国産材を使い売り上げを伸ばす家具会社 
「ワイス・ワイス」の商品（東京都内の直営店で） 

ソ
ー
シ
ャ
ル
（
社
会
的
）
な
分
野
に
関
心
を
持
つ
人

の
多
さ
に
気
づ
い
た
の
が
新
市
場
の
開
拓
に
つ
な
が

っ
た
。
社
会
問
題
に
関
心
も
高
く
、
世
の
中
の
た
め

に
何
か
を
し
た
い
が
、
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
か
分

か
ら
な
い
。
そ
ん
な
若
者
た
ち
に
一
歩
を
踏
み
出
す

き
っ
か
け
を
与
え
た
の
だ
。 

　「
若
者
の
海
外
旅
行
離
れ
は
、
彼
ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

志
向
に
合
わ
せ
た
商
品
を
提
供
し
て
こ
な
か
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
」
と
担
当
者
。
新
た
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
に
支
店
を
開
設
、
他
の
途
上
国
ツ
ア
ー
も
企
画
中

だ
。 

　
服
飾
史
家
の
中
野
香
織
・
明
治
大
学
特
任
教
授
に

よ
れ
ば
、
エ
シ
カ
ル
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
注
目
さ

れ
始
め
た
の
は
２
０
０
５
年
ご
ろ
。
出
発
点
は
欧
州

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
だ
。
流
行
の
デ
ザ
イ
ン
で
安

い
服
を
作
り
、
短
期
間
で
捨
て
る
「
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
」
全
盛
へ
の
反
動
か
ら
生
ま
れ
た
動
き
だ
と

い
う
。
自
然
環
境
や
動
物
保
護
、
社
会
の
持
続
可
能
性
、

縫
製
工
場
の
労
働
者
や
職
人
の
仕
事
環
境
な
ど
に
配

慮
し
た
素
材
や
生
産
手
法
に
限
定
し
、
デ
ザ
イ
ン
や

セ
ン
ス
を
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
が
競
い
始
め
た
の
だ
。 

　
数
年
間
の
う
ち
に
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
倫
理
を
ま

と
う
時
代
が
や
っ
て
き
た
、
と
宣
言
し
て
い
い
ほ
ど

大
き
な
流
れ
に
な
っ
た
」
と
著
書
『
モ
ー
ド
と
エ
ロ

ス
と
資
本
』（
集
英
社
新
書
）
で
指
摘
す
る
。
欧
米
で

は
「
エ
シ
カ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
専
門
の
シ
ョ
ー
が

毎
年
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
で
も
２
０
１
０

年
、
小
規
模
な
が
ら
同
趣
旨
の
イ
ベ
ン
ト
が
専
門
学

校
の
学
生
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。 

　
そ
の
後
エ
シ
カ
ル
と
い
う
言
葉
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

以
外
の
分
野
で
も
使
わ
れ
始
め
た
。
エ
シ
カ
ル
コ
ス

メ
（
化
粧
品
）、
エ
シ
カ
ル
フ
ー
ド
、
エ
シ
カ
ル
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
だ
。 

　
リ
サ
イ
ク
ル
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
、
有
機
栽
培
や

地
産
地
消
、
自
然
派
化
粧
品
、
職
人
技
や
伝
統
文
化

を
継
承
し
た
も
の
づ
く
り
、
寄
付
付
き
商
品
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
社
会
貢
献
を
目
的
と
す
る
旅
行
、
古

着
や
古
民
家
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
い
ず
れ
も
「
自

然
も
社
会
も
人
間
も
、
な
る
べ
く
傷
つ
け
た
く
な
い
」

と
い
う
思
い
で
共
通
す
る
。
こ
れ
ま
で
ば
ら
ば
ら
に

見
え
た
こ
れ
ら
の
現
象
に
、
エ
シ
カ
ル
と
い
う
言
葉

が
ひ
と
つ
の
輪
郭
を
与
え
た
と
言
え
る
。 

　
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
米

国
に
も
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
と
い
う
発
想
が
広
が
っ
た
。

２
０
０
９
年
秋
に
は
米
国
の
ニ
ュ
ー
ス
週
刊
誌
「
タ

イ
ム
」
が
表
紙
に
「
エ
シ
カ
ル
消
費
者
の
台
頭
」
と
い

う
大
見
出
し
を
掲
げ
、
こ
の
動
き
を
特
集
し
た
。
選
挙
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
続
く
第
３
の
社
会
参
加
の
道
と
位

置
付
け
、
ふ
だ
ん
の
買
い
物
で
社
会
的
に
い
い
も
の

や
社
会
問
題
に
関
心
を
持
つ
企
業
、
ブ
ラ
ン
ド
を
選

ぶ
の
も
市
民
の
責
任
だ
と
考
え
る
人
が
広
が
る
様
子

を
詳
し
く
ル
ポ
し
て
い
る
。 

　
２
０
１
０
年
に
は
米
国
の
広
告
会
社
大
手
、
ヤ
ン

グ
・
ア
ン
ド
・
ル
ビ
カ
ム
で
２５
年
に
わ
た
り
全
世
界

を
対
象
と
す
る
消
費
者
調
査
を
担
当
し
て
き
た
責
任

者
、
ジ
ョ
ン
・
ガ
ー
ズ
マ
氏
に
よ
る
『
ス
ペ
ン
ド
・
シ

フ
ト
（
支
出
の
転
換
）』
と
い
う
報
告
書
が
出
版
さ
れ

た
（
邦
訳
は
２
０
１
１
年
）。 

　
リ
ー
マ
ン
危
機
を
機
に
米
国
の
消
費
者
は
劇
的
に

変
わ
り
「
３０
年
続
い
た
米
国
の
過
剰
消
費
の
時
代
は

終
わ
っ
た
」
と
ガ
ー
ズ
マ
氏
は
宣
言
す
る
。
一
言
で

言
え
ば
「
量
よ
り
質
」。
人
々
の
心
が
成
り
金
趣
味
の

豪
邸
や
気
晴
ら
し
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
か
ら
離
れ
、
コ

倫理的消費の動向と未来への可能性 
Ⅱ 
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 日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
兼
論
説
委
員
。
東
京
生
ま
れ
。

一
橋
大
学
社
会
学
部
卒
業
。
入
社
以
来
１５
年
以
上
に
わ
た
っ

て
消
費
・
流
行
ト
レ
ン
ド
を
取
材
。
主
な
著
書
は
、『
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｙ
』（
共
著
、
日
本
経
済
新
聞
社
）、『
女
と

時
間
』（
共
著
、
日
本
経
済
新
聞
社
）。『
ト
レ
ン
ド
記
者
が

教
え
る
消
費
を
読
む
ツ
ボ
６２
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）
な
ど
。 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
存
続
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
、

品
質
、
創
造
性
、
自
己
研
鑽
に
お
金
を
使
い
始
め
た
と

い
う
。
企
業
に
は
親
切
さ
、
透
明
性
、
社
会
的
責
任
、

エ
シ
カ
ル
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
実
際
に
、
一
時
は
低
迷
し
た
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
イ
メ

ー
ジ
が
消
費
者
と
の
対
話
を
通
じ
復
活
し
、
途
上
国
や

貧
困
層
へ
の
支
援
を
こ
つ
こ
つ
と
続
け
て
き
た
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
へ
の
評
価
が
ア
ッ
プ
ル
を
上
回
り
、
政
府

の
支
援
を
受
け
ず
頑
張
る
フ
ォ
ー
ド
が
Ｇ
Ｍ
よ
り
支

持
さ
れ
る
、
な
ど
の
変
化
が
起
き
て
い
る
と
い
う
。 

　
米
国
人
の
５４
％
が
、
す
で
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

改
め
た
。
他
の
国
で
も
日
本
４８
％
、
英
国
４４
％
、
フ
ラ

ン
ス
５３
％
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
は
４５
％
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
４４
％
と
、
い
ず
れ
も
米
国
に
迫
る
割
合
で
消
費

の
ス
タ
イ
ル
を
改
め
つ
つ
あ
る
人
が
い
る
と
い
う
の

が
ガ
ー
ズ
マ
氏
の
調
査
結
果
だ
。
特
に
日
本
で
は
今

回
の
大
震
災
が
こ
の
変
化
を
加
速
す
る
と
ガ
ー
ズ
マ

氏
は
予
測
す
る
。 

　
政
府
の
調
査
で
も
、
日
本
人
の
社
会
志
向
は
高
ま
っ

て
い
る
。
２
０
０
８
年
版
の
国
民
生
活
白
書
に
よ
れ
ば
、

「
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
人
と
「
あ
ま

り
考
え
て
い
な
い
」
人
の
比
率
は
、
１
９
７
０
年
代
後

半
か
ら
８０
年
代
前
半
は
４
割
台
で
拮
抗
し
て
い
た
。
し

か
し
８０
年
代
後
半
か
ら
「
役
立
ち
た
い
」
人
が
増
え
始

め
、
９０
年
に
は
５４
％
、
２
０
０
５
年
に
は
５９
％
に
上
昇
。

０８
年
は
過
去
最
高
の
６９
％
に
達
し
た
一
方
で
、「
考
え

て
い
な
い
」
人
は
２８
％
ま
で
減
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
２
０
１
０
年
版
の
『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
』
に
よ

れ
ば
今
後
、
余
暇
に
求
め
る
楽
し
み
と
し
て
「
社
会
や

人
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
」
を
挙
げ
た
人
が
２５
％
も

い
る
。
現
在
実
行
中
の
人
は
ま
だ
１１
％
で
あ
り
、
潜
在

市
場
は
極
め
て
大
き
い
と
見
る
。 

　
こ
う
し
た
社
会
意
識
が
消
費
に
与
え
る
影
響
を
と

ら
え
よ
う
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー
プ
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
会
社
で
あ
る
デ
ル
フ
ィ
ス
は
２
０
１
０
年
、

社
内
に
専
門
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
「
デ
ル
フ
ィ
ス
・
エ

シ
カ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

応
用
を
探
っ
て
い
る
。 

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
今
年
の
調
査
で

は
、「
エ
シ
カ
ル
」
と
い
う
言
葉
の
認
知
度
は
ま
だ
１０

％
台
。
し
か
し
エ
シ
カ
ル
な
生
活
や
消
費
行
動
の
中

身
を
説
明
し
た
う
え
で
質
問
す
る
と
、
興
味
の
あ
る

人
は
５６
％
、
す
で
に
実
践
し
て
い
る
人
は
２７
％
に
達

し
た
。
性
別
で
は
男
性
よ
り
女
性
、
年
齢
別
で
は
３０
代

前
後
と
６０
歳
以
上
の
関
心
が
高
か
っ
た
。 

　
２
つ
の
年
齢
層
に
は
「
エ
シ
カ
ル
」
の
取
ら
れ
方
に

違
い
が
あ
る
、
と
リ
ー
ダ
ー
の
細
田
琢
氏
は
考
え
る
。

高
齢
者
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
精
神
で
節
約
志
向
。
若

い
層
は
企
業
内
の
社
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

を
通
じ
「
積
極
的
に
社
会
を
変
え
た
い
」
意
識
の
持
ち

主
が
多
い
。
エ
シ
カ
ル
消
費
は
そ
の
一
環
、
と
い
う
位

置
付
け
だ
。 

　
エ
シ
カ
ル
消
費
が
単
な
る
節
約
志
向
な
ら
ば
、
景

気
次
第
で
消
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
若
者

層
の
動
向
を
見
て
い
る
と
、
そ
う
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
と
予
測
で
き
る
。 

　
今
の
若
者
た
ち
は
右
肩
上
が
り
の
時
代
を
知
ら
な

い
。
政
治
も
経
済
も
常
に
不
安
定
な
中
で
育
っ
て
い

る
。
気
楽
に
「
体
制
」
を
批
判
し
た
り
、
バ
ブ
ル
世
代

の
よ
う
に
遊
ん
で
い
た
り
し
て
は
、
自
分
た
ち
の
国

や
社
会
が
危
う
い
と
い
う
意
識
は
強
い
。 

　
先
に
紹
介
し
た
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
や
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
、

さ
ら
に
は
今
年
の
震
災
後
、
東
京
・
銀
座
で
い
ち
は
や

く
被
災
地
の
農
産
物
の
青
空
市
を
開
い
た
「
銀
座
農

園
」
な
ど
、
社
会
問
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
し
よ
う
と

い
う
起
業
家
が
２０
代
、
３０
代
か
ら
ど
ん
ど
ん
誕
生
し
、

エ
シ
カ
ル
志
向
の
新
し
い
消
費
者
の
支
持
を
獲
得
し

て
い
る
。 

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
も
と
で
育
っ
た
若
い
世
代

は
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
つ
な
が
り
、
既
存
の
企
業
に
対
し

て
も
倫
理
や
情
報
公
開
を
求
め
る
。
こ
の
傾
向
も
世
界

共
通
だ
。
彼
ら
は
遠
か
ら
ず
社
会
の
中
核
と
な
る
。 

　
米
国
で
は
大
学
、
英
国
や
韓
国
で
は
政
府
が
生
活
者

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
志
向
や
エ
シ
カ
ル
消
費
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
主
義
に
応
え
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る

社
会
起
業
家
を
支
援
し
て
い
る
。
政
府
の
支
出
や
借
金

を
増
や
さ
ず
、
国
民
の
生
活
の
質
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

対
外
的
な
貢
献
度
を
向
上
さ
せ
る
カ
ギ
に
な
る
と
期

待
し
て
い
る
か
ら
だ
。
日
本
は
政
府
も
大
手
企
業
も
動

き
が
鈍
い
。
残
念
な
話
だ
と
感
じ
る
。 
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